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ふ
る
さ
と
の
自
慢
！

木
場
潟
の
魅
力
を
全
国
へ

特集①
〜
５
月
17
日
日
開
催 

第
66
回
全
国
植
樹
祭
〜

お
も
て
な
し
の
大
会
が
完
成

　全
国
か
ら
訪
れ
る
招
待
者
に「
ま
た
小

松
を
訪
れ
た
い
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、

お
も
て
な
し
の
心
を
込
め
た
会
場
整
備

と
式
典
構
成
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　会
場
整
備
は
周
辺
の
景
観
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
、
な
る
べ
く
自
然
環
境

に
負
荷
を
与
え
な
い
配
慮
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
野
立
所
や
ベ
ン
チ
、
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
に
は
県
産
材（
間
伐
材
な
ど
）

を
使
用
し
大
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
森

林
資
源
の
利
活
用
」を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　式
典
構
成
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
記
念
式
典
、

エ
ピ
ロ
ー
グ
の
３
部
構
成
で
、
市
内
の

児
童
・
生
徒
・
学
生
が
進
行
上
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
当
日
は
式
典
に
参
加
で
き
な

い
人
も
植
樹
祭
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
公
園（
Ｊ
Ｒ
小

松
駅
前
）に
全
国
植
樹
祭
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
感
動
の
瞬

間
を
皆
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
、
第
66
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
念
な
開
催
準
備
が
整
い
、
後
は
全
国
か
ら
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
を
待
つ
ば
か
り
。

木
場
潟
が
全
国
に
評
価
さ
れ
た
理
由
。

そ
れ
は
潟
の
成
り
立
ち
や
美
し
い
自
然
景
観
は
も
ち
ろ
ん
、
木
場
潟
を
愛
す
る
私
達
の

市
民
共
創
に
よ
る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
大
会
を
契
機
に「
水
郷
公
園
・
木
場
潟
」を

更
な
る
景
勝
地
に
磨
き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲お野立所
天皇皇后両陛下がご着席されるお野立所
は、冠雪した白山をイメージした意匠。

▲曳山展示
豊かな木の文化と伝統的職人技が凝縮さ
れた文化的財産である曳山を会場展示。

●石川県の豊かな自然や文化、里山里海の利用保全
の取り組みや森林・林業・木材産業を紹介

●木を利活用していた先人の技をモチーフにしたア
トラクション

●天皇皇后両陛下によるお手植え・
お手播き、各種表彰、大会宣言、次
期開催県へのリレーセレモニーなど

●開催理念や大会テーマをパフォー
マンスとメッセージで表現

10：10～10：55
プロローグ

「木と生きる技」

11：00～11：50
記念式典

「木を愛する心」

11：50～12：20
エピローグ

「木と暮らす夢」
●石川の魅力ある祭り・芸
能の披露や会場が一体
となったフィナーレで招
待者を歓送

式典会場イメージ

地元高校の先輩方と一緒に
私達、緑の少年団も

式典進行をお手伝いします。

式典構成
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　第
66
回
全
国
植
樹
祭
ご
臨
席
の
た
め
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
５
月
16
日（
土
）か
ら

18
日（
月
）ま
で
御
来
県
に
な
ら
れ
ま
す
。

　小
松
市
に
は
、
５
月
17
日（
日
）に
木
場

潟
公
園
で
の
式
典
に
ご
臨
席
に
な
り
、
木

場
潟
公
園
西
園
地
展
望
休
憩
所
と
サ
イ
エ

ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ（
ひ
と
と
も
の
づ
く
り

科
学
館
）に
お
立
ち
寄
り
に
な
ら
れ
る
予
定

で
す
。

　自然豊かな環境王国こまつのシンボル「木場潟」。
　霊峰白山を望む優れた自然景勝地である木場潟は、カヌーやウオーキ
ングをはじめとしたスポーツや県民の憩いの場としても有名ですが、今
では年間で65万人以上もの人が全国から訪れています。
　これからも市民・企業・行政が一体となって、ふるさとへの愛着と誇
りを胸に、年間100万人が訪れる水郷公園を目指して木場潟の魅力を高め
ていきましょう。

全国に誇る「水郷公園・木場潟」を目指して

木場潟の知名度拡大に向けて、各種大会や
イベントの開催を全国へPRしていきます。

　全
国
植
樹
祭
の
ラ
イ
ブ
中
継
や
ス
テ
ー

ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が 

楽
し
め
る
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場（
加
賀
地
区
）を
設
置
し
ま

す
。 　当

日
、
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
車
で
来
場
す
る
人
は
周
辺
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

植
樹
祭
を
楽
し
む
企
画
が

い
っ
ぱ
い
！

●
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
植
樹
祭
の
ラ
イ
ブ

中
継（
10
時
10
分
〜
12
時
20
分
）

●
植
樹
祭
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー●
緑
化
苗
木
の
無
料
配
布（
ノ
ト
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
な
ど
、
５
０
０
本
限
定
）

●
木
づ
か
い
体
験
ブ
ー
ス（
木
工
教
材
や
パ

ズ
ル
の
体
験
・
販
売
な
ど
）

●
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
よ
さ
こ
い
、

太
鼓
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

●「
ま
ん
き
つ
市
」コ
ー
ナ
ー（
加
賀
地
区
の

お
い
し
い
グ
ル
メ
が
集
合
） 

５
月
17
日
日
10
時
〜
16
時

市
民
公
園（
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
前
）

木場潟を全国にPRする
ロゴマークが完成しました!!

感
動
を
み
ん
な
で
体
感
！
共
有
!!

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
中
継
を
見
よ
う

▲

県
内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
イ
メ
ー
ジ

植樹祭当日は
笑顔で頑張ります！
中継を多くの人に
見て欲しいです。

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
来
県
に
な
ら
れ
ま
す

▼子供達の豊かな感性を育
てる環境教育や自然体験

▼素晴らしい白山眺望が自慢の
西園地展望休憩所

▼イベントやスポーツが楽しめる
交流の場

▼世代を超えて安らげる憩いの場

○
お
出
迎
え
や
お
見
送
り
に
つ
い
て

　多
く
の
皆
さ
ん
で
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
温
か
く
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
し
ま
し
ょ

う
。
お
立
ち
寄
り
先
の
沿
道
に
お
け
る
目

安
時
刻
は
上
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

•
時
刻
は
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
周
辺
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
の
設
置
に
伴
い
、
臨
時
駐
車
場（
こ
ま
つ

の
杜
、
小
松
村
田
製
作
所
、Ｊ
Ｒ
小
松
駅
高

架
横
連
立
用
地
）を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
各
奉
送
迎
場
所
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ（
ひ
と
と
も

の
づ
く
り
科
学
館
）は
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
の
た
め
、
５
月
11
日（
月
）か
ら
18
日

（
月
）ま
で
の
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

○
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　５
月
17
日（
日
）は
石
川
県
内
の
各
所
に

お
い
て
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交

通
規
制
に
関
す
る
詳
細
は
、
５
月
上
旬
か

ら
石
川
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
2.police.pref.ishikaw

a.lg.jp/ 

）で
確
認

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　総
務
課
　☎
24
・
８
０
２
０

環 境 景 観 交 流 健 康

お立寄り先：サイエンスヒルズこまつ（ひととものづくり科学館）

お立寄り先付近の主な奉送迎場所
参集目安時刻

お出迎え お見送り

JR小松駅周辺

サイエンスヒルズこまつ
（ひととものづくり科学館）入口付近 12：00頃

－

14：10頃

14：10頃

特集①   ふるさとの自慢！木場潟の魅力を全国へ

そのほか、小松インターチェンジ～木場潟公園～サイエンスヒルズこまつ
（ひととものづくり科学館）の沿道沿いなどに奉送迎場所を設けてあります。
詳しい奉送迎場所については、御順路沿線の各町内会へ個別にご案内します。

みんな、

木場潟に

おいで！

特集に関する問い合わせ　広報秘書課　☎24・8016


